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入ステロイドの治療効果とある特定の SNPとの関連が報告された。この SNP （rs37972）は




感受性と関連する同 SNPと肺移植後の肺機能、CLAD 発症リスクについて検討を行った。 
[対象と方法] 
対象 
岡山大学病院にて 1998年 10月から 2014年 6 月までに両側肺移植を施行した症例のうち、2016




GLCCI1遺伝子中の SNP (rs37972)の解析は、まず全血サンプルより TaqMan® Sample-to-SNP™ 







指標）、努力肺活量（FVC：（拘束性 CLAD（restrictive allograft syndrome, RAS）の診断指標）、
全肺気量（TLC：RASのオリジナルな診断指標）について、術後のベースライン値（術後の最高値
と二番目の高値の平均値）に対する比率を 3 群間で比較した（術後ベースライン値に対する比率




を呼吸機能検査のタイミングで施行した。3群間における CLAD-free survival ratesを比較、解
析を行った。統計解析は GraphPad Prism 7.04 software program (San Diego, CA, USA)を使用
し行った。P < 0.05を統計学的有意差ありとした。 
[結果] 




後慢性期のステロイド維持量についても有意差はなかった。術後 3年間に CLADは 9例に認められ
た。術後 3 年目における TLC の比較では TT 群が CC 群と比較して有意に低下が認められた (P = 
0.029)。一方で、FEV1、FVCにおいては有意差は認められなかった。注目すべき点として、脳死肺
移植例のみでサブ解析を行ったところ、TLC のみならず、FEV1 においても TT 群で CC 群に比して
有意に低下が認められた(TLC, P = 0.031; FEV1, P = 0.0074)。術後 3年における CLAD-free 
survival ratesの比較では、3群間で有意差は認められなかった。しかしながら、脳死肺移植症
例のみでのサブ解析では、TT群が CC群に比して有意に CLADが生じていた(P = 0.016)。 
[考察] 
本研究において、ステロイドの感受性と関与する GLCCI1遺伝子の SNP（rs37972）と肺移植後 3
年における TLC との間に関連が認められた。脳死肺移植症例のみでの検討では TLC のみならず、
FEV1の低下および CLAD-free survival rate の低下においても関連が認められた。本結果より、
この SNP が肺移植後の TLC の低下、脳死肺移植後の TLC および FEV1 の低下および CLAD 発症のリ
スクファクターである可能性が示唆された。 
これまで肺移植レシピエントにおけるステロイド感受性についてあまり注目されてこなかったが、















CLAD を診断する呼吸機能検査マーカーのうち、GLCCI1 は TLC 低下と関連を認めたが FEV1 や FVC
においては認められなかった。しかし、脳死肺移植症例のみでのサブ解析では TLC、FEV1が TT群
で CC群に比して有意に低下が認められた。RASは上肺有意の線維性変化と拘束性呼吸機能変化を
示し、FEV1 ≤ ベースライン値に対して 80% かつ TLC ≤ ベースライン値に対して 90% が 3週間
以上持続する場合と定義される。 FVCはより簡易な RAS診断マーカーとして世界中で使用されて




肢であり、通常 2 人のドナーから小さな 2 つの下葉を提供され大きなレシピエントの胸腔へ移植
する。レシピエントの大きな胸腔に小さな肺葉を移植するため、生体肺移植後 2 年間は肺拡張に















と関連し、脳死肺移植後 3年間の CLAD-free survival rate の悪化を認めた。今後、この SNPの
遺伝子型解析の結果を基にステロイド用量の調整することで、肺移植後の TLC の低下を防止し、
脳死肺移植後の CLADのリスクを低減することが可能となるかもしれない。 
